
美 術 

教科の目標 

(1)造形的な視点について理解するとともに，表現方法を創意工夫し，

創造的に表すことができるよう表現の基礎となる力をつける。 

(2)造形的なよさや美しさなどについて考え、豊かに発想し構想を練っ

たり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めていく。 

(3）表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、美術を愛好する心情を育み、

美に対する感性を養い、主体的に表現することの楽しさ、喜びを味

わう。 

評価規準 

評価の観点 評価基準 評価方法 

知識・技能 

○表現における基礎的な技能を身に付け、そ

れを生かして意図に応じて見通しをもっ

た創造的な作品制作をしている。 

○作品制作において、発想から完成までより

よい表現のための工夫がなされている。 

・作品制作途中の技能 

・完成作品 

      等 

思考力・判断力・

表現力 

○感じ取る感性、発想力、イメージを浮かべ

る能力等をもとに、創造的な攻勢を工夫し

て表現する構想を練っている。 

○色や形、材料などに注目して、造形的な美

しさ、よさや個性などを感じ取り、美術や

美術文化に対する見方や感じ方を深めて

いる。 

・作品制作途中の 

アイデアスケッチ 

・鑑賞のレポート 

        等 

主体的に学習に

取り組む態度 

○自ら積極的に取り組む意欲を持ち、創造活

動の喜びを味わい、主体的に表現や鑑賞の

学習活動に取り組もうとしている。 

・振り返りカード 

・提出物の提出状況 

・授業の取り組み状況 

        等 

使用教科書・教材 

美術１(日本文教出版)  ○美術資料(秀学社)   ○各種材料 

美術科学習へのアドバイス 

・美術は「色」と「形」があるものすべてに関わります。そういった意味では身の回りに

は、美術があふれています。美しいもの、面白いものなど、身の回りのものに好奇心を

持って、みて感じていきましょう。それが自分の感性を磨くことにつながり、表現活動

につながっていくと思います。 



【第 1学年】 標準授業時数４５時間 

月 題材 ねらい 主な指導内容 

 

美術って何だろう  
－オリエンテーション－ 
 

・美術の学習のねらいや学習
内容、学習への取り組み方
を考え、興味･関心を喚起す
る。 

・中学校美術の学習内容 
・学習への取り組み方 
・教科書や参考作品の鑑賞 

一
学
期 ･スケッチを楽しもう 

〔絵画〕 

・形のとらえ方、明暗の考え
方など、基本的なことを学
習する。 

・ものの形のとらえ方 
・明暗のとらえ方 
・クロッキー、デッサンの方法 

 

・色について知ろう 
（色の性質） 〔デザイン〕 

・色についての基本的な知識
を理解し、整理して色を活
用できるようにする。 

・色の三要素 
・無彩色と有彩色 
・純色、補色 など 

 

・デザインについて知ろう 
(デザインの基礎) 〔デザイン〕 

・デザインについての基本的
な知識を理解する。 

・視覚伝達デザイン 
・インダストリアルデザイン 等 

二
学
期 

･言葉のイメージ(平面構成) 
〔デザイン〕 

・平面デザインにおける基礎
的技能を習得し、計画的に
制 作に取り組む。 

・色についての知識を活用し、
効果的な配色を考える。 

・基礎的な平面構成の技法 
・ﾄﾚｰｼﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰの使い方 
・アクリルガッシュの使い方 
・平面構成の鑑賞の仕方 

三
学
期 

･銅版で作ろう 
(打出しによるﾚﾘｰﾌ) 
〔彫刻・工芸〕 

・銅板の打ち出しに合った個
性的なデザインを工夫す
る。 

・材料や用具を生かして制作
する。 

・銅板の性質 
・打ち出しの計画的な製作 
・たがね、いもづちの使い方 
・着色の方法 
・鑑賞の仕方 

・近代絵画の始まり 
(印象派と後期印象派)〔鑑賞〕 
 

・印象派、後期印象派が 20 世
紀の近代絵画につながって
いくことを知り、様々な絵
画表現についての関心を高
める。 

・印象派について 
・後期印象派について 

 
 


